Comparative Study of Wh-Questions and Sentence-fi nal Particles in Japanese and Chinese by Du, Xiaolei
広島大学学術情報リポジトリ

















Copyright (c) 2019 Graduate School of Integrated Arts and






Comparative Study of Wh-Questions and 
Sentence-fi nal Particles in Japanese and Chinese 
DU Xiaolei
Graduate School of Integrated Arts and Sciences, Hiroshima University
論文の要旨
言語学では、1980 年代から統語論・意味論の





含む多重 WH 疑問文を中心に考察した（第 2 章）。
文末終助詞は、重要な文末終助詞の「か」とそ
れに対応している“吗”を検討した（第 3 章と第 4 
章）。具体的には以下の通りである。

























きるのは、日本語の名詞的な WH 疑問詞の OP は 
DP／ PP に基底生成し、スコープ範囲以内の疑問
詞を無差別束縛して、文頭に移動し、文頭に基底





は sentential operator として文頭に基底生成し、名


















は、Takita and Yang (2014)が Probe-Goal システム
を利用して、Valuation Condition を提案した。し





名詞句的な WH 疑問詞と疑問 OP にはそれぞれ素
性が一つだけであるので、全部の素性をチェック
しなければならないという Valuation Condition の
条件が満たされていない。したがって、Valuation 
Condition はうまく機能しない。それに対して、
































は WH 疑問詞の前置で、Yes／ No 疑問文は文末
終助詞で疑問を表す。さらに、“吗”の以前の形“無”




















「可能世界 world」「時間 time」の他に、「判断者 

















WH 疑問詞の移動によって疑問を表し、Yes／ No 
疑問文は文末終助詞の出現によって疑問を表すと
いう中国語古文の疑問表現システムを発見した。
名詞句及び疑問文にある「か」は選言関数であ
るという先行研究を踏まえて、話し手・聞き手の
要素を考慮し、疑問文の「か」が聞き手にとって
普通の値を取り、感嘆の「か」が話し手にとって
予想外の値（極値）を取ると主張し、より包括的
に感嘆の「か」も選言であるとまとめた。つまり、
「か」が表すモダリティに情報の提供者（聞き手・
話し手）パラメーターを加えることを通して、感
嘆の「か」も含む日本語すべての「か」が選言で
あると統一な説明ができ、一定程度、選言の概念
を拡張した。
